
 選択ナビゲーターのメニューは、6カ所の主要なエリアで構成されています。
 ワークシート上で範囲選択し、「選択ナビゲーター」ダイアログボックスのボタンをクリックするだ
けで、セル間／行間の移動を行うことができます。

 「位置指定」欄で希望の範囲を数値入力することによって、ワークシート上の選択範囲を指定するこ
ともできます。

 エクセル機能である「名前の定義」を設定することもできます。数式の引数は、通常はセル参照です
が、名前の定義で設定した「名前」を数式に用いることによって数式を簡略化させることができます。

 入れ替え後は、エクセル機能の「戻る」ボタンで変更を戻すことは
できませんので、ご留意ください。

①「ActiveDataワークブックコマンド」グループ
内の「ナビゲーター」から「選択ナビゲーター」を
クリックします。

「選択ナビゲーター」機能について「選択ナビゲーター」機能について
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「選択ナビゲーター」機能説明「選択ナビゲーター」機能説明
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選択範囲を拡張したい場合に使用します。
拡張したい方面に矢印の先が向かっているアイコンをクリックすることにより選択範囲が拡張されます。
矢印の先端に赤ラインが引かれているアイコンは、矢印の先が向かっている側のデータの一番端まで
範囲選択されます。

選択範囲を縮小したい場合に使用します。
縮小したい方面に矢印の先が向かっているアイコンをク
リックすることにより選択範囲が縮小されます。

ワークシートの選択範囲の行数と列数を保ったまま移動
させることができます。
移動させたい方面に矢印の先が向かっているアイコンを
クリックすることにより選択範囲が移動します。
矢印の先端に赤ラインが引かれているアイコンは、
矢印の先が向かっている側のデータの一番端まで範囲選択
が移動します。

ワークシートの選択範囲の行数と列数を保ったまま選択範囲のセル
を指定の位置のセルと入れ替えることができます。
移動させたい方面に矢印の先が向かっているアイコンをクリックす
ることによりワークシート上の選択範囲が移動先のセルと入れ替わ
ります。
矢印の先端に赤ラインが引かれているアイコンは、矢印の先が向
かっている側のデータの一番端まで範囲選択が交換/移動します。

ワークシート上で指定した選択範囲が数値で表示されます。
また、数値を手入力することで、ワークシートの選択範囲
を指定することができます。
以下４つの項目で位置を指定することにより、範囲指定が
なされます。
上位置： ワークシート上の範囲指定のうち、最上行セル

が位置する行番号を入力します。
左位置： ワークシート上の範囲指定のうち、最左列のセ

ルが位置する列番号を数値で入力します。
行数： 「上位置」から下に向かっての範囲指定したい行

数分を入力します。
列数： 「左位置」から右に向かって範囲指定したい列数

分を入力します。

複数の選択範囲を登録リストに登録/削除、また登録し
た複数の選択範囲を任意の場所に結合し、貼り付けるこ
とができます。

任意のセル範囲に名前を付けることができます。
名前は当該ブックに保存されます。
名前の定義で登録した範囲は、リボン「数式」
＞メニューバー「名前の管理」からも確認することが
できます。

「名前の定義」で登録された名前を参照先に指定するこ
とで、参照先へ移動させることができます。
通常のExcelの機能で設定された名前についても本機能
を利用することができます。

本ダイアログボックスのタイトルバーのみ表示されます。
ブックを開いている間は、浮動ツールバーとしてPC画面
上の任意の位置に移動させることができます。


